
高砂市水道事業の歴史

1924（大正13年）

米田水源地の浄水施設が完成1972（昭和47年）

市民の皆さんと共に、信頼を未来につなぐ（安全・強靭・持続）市民の皆さんと共に、信頼を未来につなぐ（安全・強靭・持続）市民の皆さんと共に、信頼を未来につなぐ（安全・強靭・持続）

1924（大正13年）頃の朝日町浄水場

陸前高田市での応急給水活動

1970年（昭和 45年）頃の米田水源地浄水施設建設中（全景）

2011（平成23年） 東日本大震災直後に岩手県大槌町、陸前高田市にて
応急給水活動を実施

2023（令和５年） 大地震に備えた安全安心な水道供給・安定的な水道経営を
目指し、19年ぶりに水道料金を改定

2024（令和６年） 1月 1日に水道事業 100周年

高砂町、荒井村、伊保村、曽根町が合併し、高砂市となる。1954（昭和29年）

米田町の一部と阿弥陀村が高砂市と合併

北浜村が高砂市と合併

上流域の工業化に伴う加古川の水質汚濁で、工場などに対し
損害賠償などを請求
⇒工場側に排水処理設備の設置や水質基準の順守などを
　求めることで和解
⇒米田水源地に浄水施設を整備するきっかけとなった。

1956（昭和31年）

1957（昭和32年）

1950（昭和25年）

1966（昭和41年）

朝日町浄水場（ 1966年廃止）から高砂町への給水を開始
⇒ 県下 5番目の近代上水道

高砂町、荒井村、伊保村、曽根町で播磨上水道町村組合を設立
⇒ のちの町村合併の契機のひとつとなった。

〔災害対応〕
阪神淡路大震災、佐用町豪雨災害などでも
応急給水活動・復旧支援を実施
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　近年頻発する豪雨や地震などの自然災害によって、人々の暮らしに欠かせないライフラインの一

つである水道施設にも断水等の被害が生じることがある。被災した事業体には全国の事業体が応援

に駆け付ける仕組みになっており、ここでは1990（平成2）年以降に行った高砂市による応急給

水活動について取り上げる。

１．阪神淡路大震災（神戸市）

　1995（平成７）年１月17日午前５時46分

に都市直下型のマグニチュード7.3の地震が

発生し、神戸と洲本で震度６を観測した。水

道施設においては、９府県・81水道事業体

において、断水戸数は約130万戸に上る事態

となった。

　高砂市からは１月18日から２月14日ま

で、市内企業から従業員、車両、給水装備な

どの応援を得て、神戸市中央給水センターへ

水道職員、消防職員を中心に数名から十数

名、車両６～10台をもって、飲料水12㎥か

ら33㎥（１日当たり）を搬送するととも

に、給水車１台を常駐させ、昼夜職員を交代

で派遣して神戸市内の給水作業に従事した。

　給水日数は延べ28日間、搬送飲料水の量

は257㎥、職員は延べ211名、車両は延べ

105台を使用した。

　兵庫県では、この震災対応の教訓と経験を

活かし、今後の水道災害時に兵庫県下の相互

応援活動を円滑かつ迅速に実施できるよう、

兵庫県が中心となり、平成10年３月16日に

「兵庫県水道災害相互応援に関する協定」を

締結した。

２．2009（平成21）年台風９号豪雨（佐用町）

　2009（平成21）年８月９日、兵庫県佐用郡佐

用町で１時間に89㎜、日降水量326.5㎜の観測史

上最大の豪雨となり、佐用川が氾濫した。その影

響で水道施設も被害を受け、断水戸数4,616戸と

なり、「兵庫県水道災害相互応援協定」に基づく

応援要請があった。高砂市からも８月10日から

17日までの６日間にわたって応急給水活動を

行った。

加古川市水道局より給水車派遣要請

高砂市役所出発（職員２名＋課長２名）　

佐用町役場に到着

高砂市役所に帰着

（職員２名×２班）

（職員２名×２班）

（職員２名×２班）

（職員２名×２班）

（職員２名×２班）

８月９日（日）

８月10日（月）10時26分

11時20分

15時30分

22時

８月11日（火）

８月12日（水）６時～20時30分

８月13日（木）６時～20時15分

８月16日（日）６時～18時

８月17日（火）６時～13時30分

・給水支援

・高砂市水道事業所の応援給水状況

第１節　災害対応

第４章 未曽有の大災害を乗り越えて

・水道産業新聞　平成７年１月23日号

日 給水量（㎥） 使用車両（台） 職員（人） 内消防職

1月18日（水）
1月19日（木）
1月20日（金）
1月21日（土）
1月22日（日）
1月23日（月）
1月24日（火）
1月25日（水）
1月26日（木）
1月27日（金）
1月 28日（土）

1月29日（日）～2月13日（月）

2月14日（火）
計

33
30
29
32
29
17
12
17
12
17
12

1 ／日

1
257

7
9
9
10
10
8
6
8
8
7
6

1 ／日

1
105

8
15
16
17
17
13
12
11
13
13
11

４／日

1
211

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

22
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　近年頻発する豪雨や地震などの自然災害によって、人々の暮らしに欠かせないライフラインの一

つである水道施設にも断水等の被害が生じることがある。被災した事業体には全国の事業体が応援

に駆け付ける仕組みになっており、ここでは1990（平成2）年以降に行った高砂市による応急給

水活動について取り上げる。

１．阪神淡路大震災（神戸市）

　1995（平成７）年１月17日午前５時46分

に都市直下型のマグニチュード7.3の地震が

発生し、神戸と洲本で震度６を観測した。水

道施設においては、９府県・81水道事業体

において、断水戸数は約130万戸に上る事態

となった。

　高砂市からは１月18日から２月14日ま

で、市内企業から従業員、車両、給水装備な

どの応援を得て、神戸市中央給水センターへ

水道職員、消防職員を中心に数名から十数

名、車両６～10台をもって、飲料水12㎥か

ら33㎥（１日当たり）を搬送するととも

に、給水車１台を常駐させ、昼夜職員を交代

で派遣して神戸市内の給水作業に従事した。

　給水日数は延べ28日間、搬送飲料水の量

は257㎥、職員は延べ211名、車両は延べ

105台を使用した。

　兵庫県では、この震災対応の教訓と経験を

活かし、今後の水道災害時に兵庫県下の相互

応援活動を円滑かつ迅速に実施できるよう、

兵庫県が中心となり、平成10年３月16日に

「兵庫県水道災害相互応援に関する協定」を

締結した。

２．2009（平成21）年台風９号豪雨（佐用町）

　2009（平成21）年８月９日、兵庫県佐用郡佐

用町で１時間に89㎜、日降水量326.5㎜の観測史

上最大の豪雨となり、佐用川が氾濫した。その影

響で水道施設も被害を受け、断水戸数4,616戸と

なり、「兵庫県水道災害相互応援協定」に基づく

応援要請があった。高砂市からも８月10日から

17日までの６日間にわたって応急給水活動を

行った。

加古川市水道局より給水車派遣要請

高砂市役所出発（職員２名＋課長２名）　

佐用町役場に到着

高砂市役所に帰着

（職員２名×２班）

（職員２名×２班）

（職員２名×２班）

（職員２名×２班）

（職員２名×２班）

８月９日（日）

８月10日（月）10時26分

11時20分

15時30分

22時

８月11日（火）

８月12日（水）６時～20時30分

８月13日（木）６時～20時15分

８月16日（日）６時～18時

８月17日（火）６時～13時30分

・給水支援

・高砂市水道事業所の応援給水状況

第１節　災害対応

第４章 未曽有の大災害を乗り越えて

・水道産業新聞　平成７年１月23日号

日 給水量（㎥） 使用車両（台） 職員（人） 内消防職

1月18日（水）
1月19日（木）
1月20日（金）
1月21日（土）
1月22日（日）
1月23日（月）
1月24日（火）
1月25日（水）
1月26日（木）
1月27日（金）
1月 28日（土）

1月29日（日）～2月13日（月）

2月14日（火）
計

33
30
29
32
29
17
12
17
12
17
12

1 ／日

1
257

7
9
9
10
10
8
6
8
8
7
6

1 ／日

1
105

8
15
16
17
17
13
12
11
13
13
11

４／日

1
211

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

22

78 79
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３．東日本大震災（岩手県大槌町、陸前高田市）

　2011（平成23）年３月11日14時46分、

三陸沖を震源とするマグニチュード9.0を記

録した東北地方太平洋沖地震が発生し、東北

地方を中心に東日本に大きな被害をもたらし

た。日本水道協会関西地方支部からの要請

で、高砂市からも給水車1台で、岩手県陸前

高田市及び大槌町に３月15日から５月28日

までの間の40日間にわたり、交代で応援活

動に従事した。

・水道産業新聞　平成23年３月14日号

・被災地（南三陸町）

・被災地（大槌町）

・被災地（気仙沼市）

・被災地（大槌町）

仙台市水道局

盛岡市上下水道局

郡山水道局

宮城県

岩手県

福島県

東京都、北海道、中部地方支部

関西地方支部、中国・四国地方支部

関東地方支部、九州地方支部

受入支部長市

こうして関西地方支部は岩手県を応援することに決定した。
高砂市水道事業所も岩手県盛岡市を目指して3月15日に給水車を出発させた。

被 災 県 応 援 地 方 支 部

・高砂市の応急給水活動状況

・日本水道協会関西地方支部とのやりとり

派　遣　先

３月15日　～　３月20日

３月18日　～　３月24日

３月23日　～　３月29日

３月27日　～　４月１日

３月30日　～　４月４日

４月３日　～　４月８日

４月７日　～　４月12日

４月11日　～　４月15日

４月15日　～　４月17日

５月23日　～　５月28日

第１隊

第２隊

第３隊

第４隊

第５隊

第６隊

第７隊

第８隊

第９隊

第10隊

計

大　槌　町

大　槌　町

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

（実人数36人）

期　日 活　動　日

５

６

５

５

４

３

４

４

４

２

42

職員（人）

（内訳　水道事業所職員15人＋他部局職員21人）

大阪市より情報「大阪は茨城県、神戸・阪神は浦安で活動中」

大阪市より指示

「出発見合わせは解除 給水車は順次福島県郡山市に。」

日本水道協会本部から情報

「地方支部ごとに担当県を決定した。岩手県盛岡市に。」

３月13日（月）８時35分

18時00分

３月14日（火）18時34分
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３．東日本大震災（岩手県大槌町、陸前高田市）

　2011（平成23）年３月11日14時46分、

三陸沖を震源とするマグニチュード9.0を記

録した東北地方太平洋沖地震が発生し、東北

地方を中心に東日本に大きな被害をもたらし

た。日本水道協会関西地方支部からの要請

で、高砂市からも給水車1台で、岩手県陸前

高田市及び大槌町に３月15日から５月28日

までの間の40日間にわたり、交代で応援活

動に従事した。

・水道産業新聞　平成23年３月14日号

・被災地（南三陸町）

・被災地（大槌町）

・被災地（気仙沼市）

・被災地（大槌町）

仙台市水道局

盛岡市上下水道局

郡山水道局

宮城県

岩手県

福島県

東京都、北海道、中部地方支部

関西地方支部、中国・四国地方支部

関東地方支部、九州地方支部

受入支部長市

こうして関西地方支部は岩手県を応援することに決定した。
高砂市水道事業所も岩手県盛岡市を目指して3月15日に給水車を出発させた。

被 災 県 応 援 地 方 支 部

・高砂市の応急給水活動状況

・日本水道協会関西地方支部とのやりとり

派　遣　先

３月15日　～　３月20日

３月18日　～　３月24日

３月23日　～　３月29日

３月27日　～　４月１日

３月30日　～　４月４日

４月３日　～　４月８日

４月７日　～　４月12日

４月11日　～　４月15日

４月15日　～　４月17日

５月23日　～　５月28日

第１隊

第２隊

第３隊

第４隊

第５隊

第６隊

第７隊

第８隊

第９隊

第10隊

計

大　槌　町

大　槌　町

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

陸前高田市

（実人数36人）

期　日 活　動　日

５

６

５

５

４

３

４

４

４

２

42

職員（人）

（内訳　水道事業所職員15人＋他部局職員21人）

大阪市より情報「大阪は茨城県、神戸・阪神は浦安で活動中」

大阪市より指示

「出発見合わせは解除 給水車は順次福島県郡山市に。」

日本水道協会本部から情報

「地方支部ごとに担当県を決定した。岩手県盛岡市に。」

３月13日（月）８時35分

18時00分

３月14日（火）18時34分
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４．2014（平成26）年８月豪雨（丹波市）

　2014（平成26）年８月17日、丹波市内では市島地域、氷上地域を中心に局所的な集中豪雨と

なった。17日午前３時には、市島地域北岡本で１時間に91㎜の猛烈な雨を観測した。高砂市にも

応援要請があり、給水活動に従事した。

・陸前高田市広田小学校での給水活動・陸前高田市での給水活動

・陸前高田市東部デイサービスセンターでの給水活動・陸前高田市広田保育園での給水活動

・（参考）岩手県内での日本水道協会関西地方支部による応急給水活動

３月16日

３月17日

３月20日

３月30日

４月７日

５月17日

６月24日

宮古市、山田町、大船渡市、陸前高田市での応急給水活動開始

大槌町での応急給水活動開始

山田町への応急給水活動終了（秋田市対応）

宮古市での応急給水活動終了

大規模な余震発生、盛岡市への応急給水

大槌町での応急給水活動終了

陸前高田市での応急給水活動終了

期　日 事象・対応等

8月22日

8月31日

9月4日

9月9日

9月14日

計

２

２

２

２

２

10

４

８

5.5

16

12

45.5㎥

日　付 給水量（㎥）職員（人）

・大槌町での給水活動４

・大槌町での給水活動１ ・大槌町での給水活動２

・大槌町での給水活動３
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４．2014（平成26）年８月豪雨（丹波市）

　2014（平成26）年８月17日、丹波市内では市島地域、氷上地域を中心に局所的な集中豪雨と

なった。17日午前３時には、市島地域北岡本で１時間に91㎜の猛烈な雨を観測した。高砂市にも

応援要請があり、給水活動に従事した。

・陸前高田市広田小学校での給水活動・陸前高田市での給水活動

・陸前高田市東部デイサービスセンターでの給水活動・陸前高田市広田保育園での給水活動

・（参考）岩手県内での日本水道協会関西地方支部による応急給水活動

３月16日

３月17日

３月20日

３月30日

４月７日

５月17日

６月24日

宮古市、山田町、大船渡市、陸前高田市での応急給水活動開始

大槌町での応急給水活動開始

山田町への応急給水活動終了（秋田市対応）

宮古市での応急給水活動終了

大規模な余震発生、盛岡市への応急給水

大槌町での応急給水活動終了

陸前高田市での応急給水活動終了

期　日 事象・対応等

8月22日

8月31日

9月4日

9月9日

9月14日

計

２

２

２

２

２

10

４

８

5.5

16

12

45.5㎥

日　付 給水量（㎥）職員（人）

・大槌町での給水活動４

・大槌町での給水活動１ ・大槌町での給水活動２

・大槌町での給水活動３
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１．水道施設の耐震化

　高砂市では耐震診断等に基づき、緊急度の高

い施設から耐震補強等を実施するなど、計画的

な施設の耐震化に取り組んでいます。米田水源

地や配水池については、耐震化が整備されるま

では定期的な補修、改修を実施しています。

　また、管路の耐震化は、2011（平成23）年

から、更新時には耐震管を採用することとして

います。

２．応急給水対策

　災害時に迅速かつ的確な応急給水が行えるよ

う給水車の配備や給水拠点等を考慮した応急給

水資機材の確保、備蓄の更なる強化を図ってい

ます。また、災害時には避難所・基幹病院など

重要施設に優先的に応急給水しています。

第２節　災害対策に向けた取り組み ３．高砂市水道BCP

　大規模な災害などによって上下水道部の業務遂行能力が低下することを想定した水道水の供給や

非常時優先業務を継続・再開・開始するための計画として、2020（令和２）年に事業継続計画

（ＢＣＰ：Business Continuity Planning）を策定し、市民生活に欠かすことのできないライフライ

ンの確保に努めています。
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高砂市の施設群　土木学会関西支部選奨土木遺産　認定

古新水源地 1921（大正10）年 完成

選奨土木遺産
・土木学会が歴史的土木構
　造物の保存を目的とした
　制度
・表彰の対象は、現存し、
　明治時代から昭和初期に
　つくられた生活基盤施設

高砂取水場（加古川堰堤） 1947（昭和22）年 完成

1923（大正12）年 完成旧朝日町浄水場配水塔

加古川市米田町船頭字奥野37番地の1地先
水需要の増加と水質安定を図るため建設された。完成
後は水道用水、工業用水、かんがい用水の３用水を取
水している。

米田町古新18番地の1
加古川の水を取り込み、三菱製紙高砂工場や朝日町浄
水場に向け送水していた。現在は工業用水道の予備水
源として稼働中。

米新ポンプ場 1939（昭和14）年 完成洗川樋門 1925（大正14）年 完成

米田町米田新字加児島 366 番地先
加古川改修工事の一環として整備され、加古川の支流
である洗川が締め切られた。現在は堤内外水路の一部
として稼働中。

米田町米田新 83 番地の 1
加古川堰堤から取水した水を古新水源地に向け送水し
ていた。現在は工業用水道の施設として、三菱製紙
株式会社高砂工場や株式会社カネカ高砂工業所に向け
送水している。

高砂町朝日町 1 丁目 2 番 1 号
朝日町浄水場内に設置され、1966（昭和41）年に朝日町
浄水場が廃止されるまでの間、高砂町に水道を届けた。
2003（平成15）年には国登録有形文化財に指定された。
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